
（１） 2022 年 2 月 28 日（月） 　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2575

        No. 2575
2022 年 2 月 28 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

一
、ロ
シ
ア
は
24
日
、一

方
的
に
「
独
立
」
承
認
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
地

域
に
ロ
シ
ア
軍
を
侵
入
さ

せ
る
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
各
地
の
軍
事
施
設
、

キ
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
な
ど

へ
の
攻
撃
を
始
め
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土

を
侵
し
、
国
連
憲
章
、
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
固
糾
弾
す
る

 
ロ
シ
ア
は
軍
事
作
戦
を
直
ち
に
中
止
せ
よ

　
　
　
　
　

２
月
24
日　

日
本
共
産
党
委
員
長 

志
位
和
夫

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
軍
事
侵
攻（
24
日
）。「
恐

れ
が
現
実
に
な
っ
た
」「
民

間
人
を
含
め
多
数
の
犠
牲

者
・
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

許
せ
な
い
」「
国
連
憲
章
、

国
際
法
違
反
だ
」「
ロ
シ
ア

は
同
日
の
演
説
で
、
今
回

の
軍
事
行
動
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
地
域
の
「
要
請
」

を
受
け
た
も
の
で
、
国
連

憲
章
51
条
の
「
集
団
的
自

衛
」
だ
と
し
て
い
る
。
一

方
的
に
「
独
立
」
を
認
め

た
地
域
・
集
団
と
の
集
団

的
自
衛
な
ど
あ
り
え
ず
、

国
際
法
上
ま
っ
た
く
根
拠

が
な
い
暴
論
で
あ
る
。
大

統
領
は
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
「
脱
軍
事
化
、
脱
ナ

チ
ス
化
」
を
進
め
る
と
の

べ
、
東
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
で
ロ
シ

ア
軍
を
展
開
さ
せ
る
構
え

を
見
せ
て
い
る
。
ロ
シ
ア

国
防
省
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

各
地
の
軍
事
施
設
へ
の
攻

撃
も
明
ら
か
に
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
独
立
国
・
主

権
国
家
と
し
て
認
め
な
い

態
度
で
あ
り
、
厳
し
く
非

難
す
る
。

　

一
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
、
こ
の
侵
略
行
為
に
あ

た
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
核
兵

器
大
国
で
あ
る
こ
と
を
誇

示
し
、
欧
米
の
批
判
や
制

裁
の
動
き
に
対
抗
す
る
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
。
核
兵

器
で
世
界
の
諸
国
を
威
嚇

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日

の
世
界
に
お
い
て
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
怒
り
を
込
め
て
糾
弾

す
る
。

の
違
法
行
為
は
初
め
て
で

は
な
い
が
、
今
回
は
核
兵

器
で
脅
し
て
い
る
。
本
当

に
使
い
か
ね
な
い
」「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
が
制
圧
さ
れ

て
放
射
線
量
が
上
が
っ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
日
本
人
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
在
住
者
も
多
い
か
ら
避

難
も
心
配
だ
」「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
小
麦
の
生
産
量
が
多

い
か
ら
、
戦
争
が
続
く
と

世
界
の
食
糧
事
情
も
悪
化

す
る
」「
ロ
シ
ア
が
液
化
天

然
ガ
ス
を
止
め
る
と
脅
し

て
い
て
、
依
存
し
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
が
困
る

か
ら
日
本
も
援
助
す
る
と

の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

わ
れ
ら
に
課
税
を

　

富
豪
１
０
２
人　

公
開
書
簡

　

コ
ロ
ナ
禍
「
公
平
で
な
い
」

　

米
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
共
同
創
業
者
の
孫
ア

ビ
ゲ
イ
ル
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

氏
ら
、
米
、
カ
ナ
ダ
、
独
、

英
な
ど
９
カ
国
の
富
豪

１
０
２
人
が
１
月
19
日
、

政
府
代
表
や
企
業
ト
ッ
プ

な
ど
に
対
し
、「
今
こ
そ
わ

れ
ら
富
裕
層
に
課
税
せ

よ
」
と
求
め
る
公
開
書
簡

を
ウ
ェ
ブ
上
で
発
表
し
ま

し
た
。

　

富
豪
ら
は
書
簡
で
、「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
こ
の
２

年
間
、
世
界
が
と
て
つ
も

な
い
苦
し
み
を
味
わ
う
一

方
で
、
わ
れ
わ
れ
の
富
は

増
加
し
、
公
平
な
税
負
担

を
し
て
い
る
と
言
え
る
富

豪
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」

と
指
摘
。
こ
う
し
た
不
正

義
は
国
際
課
税
制
度
に
織

り
込
ま
れ
た
も
の
で
、
諸

国
民
と
支
配
層
の
間
の
不

信
の
源
と
な
っ
て
い
る
と

し
、「
制
度
の
全
面
見
直
し

が
必
要
に
な
る
」
と
富
裕

税
の
導
入
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
25
日
、東
京
都
で
新
た
に

１
万
１
１
２
５
人
の
感
染

際
法
を
踏
み
に
じ
る
、
ま

ぎ
れ
も
な
い
侵
略
行
為
で

あ
り
、断
固
糾
弾
す
る
。た

だ
ち
に
軍
事
行
動
を
止
め
、

撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。
国
際
社
会
が
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

反
対
の
一
点
で
団
結
し
、

侵
略
を
止
め
さ
せ
る
こ
と

を
呼
び
か
け
る
。

　

一
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

が
確
認
さ
れ
た
」「
先
週
の

金
曜
日
に
比
べ
５
０
０
４

人
減
。
６
日
連
続
で
１
週

間
前
を
下
回
っ
た
」「
専
門

家
会
議
が
新
規
感
染
者
数

は
減
る
も
速
度
が
鈍
く
、

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
会
。「
22
日
の
衆
院
本

会
議
で
国
民
民
主
党
が
予

算
案
に
賛
成
し
た
」「
驚
い

た
。
野
党
が
政
府
提
出
の

予
算
案
に
賛
成
す
る
と

は
」「
改
憲
推
進
な
ど
で
も

与
党
化
し
て
い
る
」「
共
産

党
は
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
堅
持
す
る
と
い
う
。
改

憲
阻
止
や
生
活
を
守
る
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
内
閣
の
支
持
率
低

下
（
19
日
実
施
、
毎
日
）。

「
支
持
が
１
カ
月
前
よ
り

７
ポ
イ
ン
ト
減
の
45
％
。

昨
年
10
月
の
内
閣
発
足
以

降
で
最
も
低
く
な
っ
た
」

「
コ
ロ
ナ
対
策
で
評
価
し

な
い
は
51
％
だ
っ
た
」「
コ

ロ
ナ
対
策
の
な
り
ゆ
き
ま

か
せ
が
批
判
さ
れ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
さ
が
緩
ん
で
き
た
」

「
花
粉
が
多
く
飛
び
始
め

て
い
る
」「
く
し
ゃ
み
が
出

そ
う
で
、
コ
ロ
ナ
も
あ
る

の
で
今
年
は
困
る
」「
近
所

の
河
津
桜
が
開
花
し
た
」

　

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
な

か
、
政
府
は
公
的
年
金
額

を
前
年
度
よ
り
０
・
４
％

減
額
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
賃
金
の
減
り
幅
に
合

わ
せ
て
年
金
額
も
減
ら
す

と
い
う
も
の
で
す
が
、
賃

金
が
下
が
っ
た
原
因
は
新

値上げラッシュのなか年金減額

「賃上げ」と「減らない年金」へ
力を合わせるとき

　

医
療
逼
迫
は
一
番
の
問

題
で
す
。
コ
ロ
ナ
病
床
の

確
保
数
を
み
る
と
、
全
国

の
１
位
か
ら
11
位
ま
で
が

都
立
・
公
社
病
院
で
す
。こ

コ
ロ
ナ
禍
で
人
命
軽
視
の
医
療
逆
行

　
東
京
都
と
大
阪
府
で
都
立
病
院
廃
止
、
急
性

　
期
病
棟
削
減
計
画

　
　
　

大
も
と
に
国
の
「
地
域
医
療
構
想
」

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
賃
金

が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
と
、

消
費
税
増
税
で
物
価
が
上

が
り
実
質
賃
金
が
下
が
っ

た
た
め
で
す
。

　

安
倍
・
菅
・
岸
田
政
権

金
額
も
増
え
る
。「
賃
金
が

上
が
る
国
」
に
す
る
改
革

が
必
要
で
す
。
現
役
世
代

と
年
金
生
活
者
が
「
賃
金

上
げ
ろ
、減
ら
す
な
年
金
」

と
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

き
た
都
立
病
院
の
廃
止
条

例
案
を
、
小
池
都
知
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
真
っ
盛

り
の
な
か
で
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

大
阪
府
で
は
吉
村
府
政

が
、
急
性
期
病
床
を
２
０

２
０
年
度
に
２
２
９
床
削

減
、
さ
ら
に
多
く
の
病
床

削
減
を
計
画
。
日
本
共
産

党
の
「
削
減
凍
結
を
」
の

要
求
に
「
や
め
な
い
」
の

答
え
。
一
方
で
カ
ジ
ノ
推

進
に
血
道
を
あ
げ
て
、
府

民
の
願
い
に
逆
行
す
る
姿

が
あ
ら
わ
で
す
。

　

そ
の
大
も
と
は
国
の

「
地
域
医
療
構
想
」
で
す
。

急
性
期
病
床
を
中
心
に

20
万
床
の
削
減
と
公
立
・

公
的
病
院
の
統
廃
合
、
こ

れ
を
消
費
税
を
財
源
に
し

て
す
す
め
る
と
い
う
。
こ

ん
な
道
理
の
な
い
計
画
は

中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

気 候 変 動 の 影 響 で エ ベ レ ス ト
2000 年分の頂上近くの氷河消失

科学誌『クライメート・アンド・アトモスフェリッ

ク・サイエンス』(3 日 )

　

米
メ
ー
ン
大
学
な
ど
の

国
際
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、

世
界
の
最
高
峰
工
ベ
レ
ス

ト
の
頂
上
に
近
い
サ
ウ
ス

コ
ル
と
呼
ば
れ
る
場
所
に

あ
る
氷
河
（
標
高
８
０
２

０
㍍
）
で
10
㍍
の
深
さ
ま

で
氷
を
掘
削
し
、
放
射
性

炭
素
を
使
っ
て
年
代
測
定

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
表
面
近
く

インドネシア独立戦争中の軍の暴力
　　　オランダ首相が謝罪
　　　両国専門家が報告書

　

オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
学
者
や
歴
史
家
で

結
成
さ
れ
た
調
査
チ
ー
ム

は
、
１
９
４
５
年
か
ら
49

年
に
か
け
て
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
独
立
戦
争
中
に
、
オ

ラ
ン
ダ
軍
が
組
織
的
で
過

剰
な
暴
力
を
ふ
る
い
、
そ

れ
を
政
府
が
容
認
し
て
い

た
と
す
る
報
告
書
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ル
ッ
テ
首

相
は
発
表
を
受
け
、「
当
時

の
オ
ラ
ン
ダ
の
組
織
的
で

広
範
に
わ
た
る
過
剰
な
暴

力
と
、
過
去
の
政
府
が
こ

れ
を
一
貫
し
て
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
た
こ
と
を
謝
罪

す
る
」
と
し
、「
政
府
は

『
集
団
の
失
敗
』の
全
責
任

を
負
う
」
と
表
明
し
ま
し

た
。

の
氷
は
約
２
０
０
０
年
前

の
も
の
と
確
認
。
失
わ
れ

た
氷
の
厚
さ
は
推
定
約
55

㍍
。
最
近
数
十
年
で
過
去

２
０
０
０
年
分
の
氷
が
失

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。
消
失
は
融
解
よ
り
も
、

氷
か
ら
直
接
水
蒸
気
と
な

る
昇
華
が
主
と
し
て
起

こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
消

失
が
続
け
ば
、
サ
ウ
ス
コ

ル
の
氷
河
は
数
十
年
以
内

に
な
く
な
る
と
し
て
い
ま

す
。

の
10
年
間
で
、
物
価

は
５
・
６
％
上
が
っ

た
の
に
年
金
は
１
・

１
％
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、６
・
７
％
も
目

減
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
図
）。

　

年
金
制
度
を
立
て

直
す
に
は
現
役
世
代

の
賃
金
引
き
上
げ
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
保

険
料
収
入
も
増
え
て

年
金
財
政
は
安
定
す

る
し
、
そ
の
人
た
ち

が
将
来
受
け
取
る
年

再
び
増
加
に
転
じ
る
可
能

性
が
あ
る
と
警
告
し
た
」

「
大
阪
で
は
高
齢
者
の
感

染
者
が
増
え
て
い
て
、
死

者
が
一
番
多
い
」


